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３．２ 断層活動履歴や平均変位速度の解明のための調査観測 

a. 浅海域での国府津－松田断層の活動様式の解明 

 

(1) 業務の内容 

 

(a) 業務題目 浅海域での国府津－松田断層の活動様式の解明 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

独立行政法人 産業技術総合研究所 

独立行政法人 産業技術総合研究所 

研究員 

センター長 

丸山 正 

岡村 行信 

 

(c) 業務の目的 

国府津－松田断層の海域延長部で、高分解能音波探査およびコアリングを行う。

これらの調査結果に基づき、地震活動履歴に関するデータが十分に得られていない

同断層の完新世の活動状況を解明する。さらに、本研究の成果と他のサブテーマの

成果を統合することにより、地震発生の確率評価と強震動予測のための地震シナリ

オの高度化を目指す。 

 

(d) ３ヵ年の年次実施計画 

1) 平成 21 年度： 

相模湾沿岸部でこれまでに実施された海底地形、音波探査、採泥などの

調査資料を収集・検討し、来年度以降の調査準備を進める。 

  2) 平成 22 年度： 

小田原から大磯にかけての沿岸海域においてブーマーマルチチャンネ

ル音波探査を実施し、国府津－松田断層の分布および活動性を把握すると

ともに、活動履歴解明に適した堆積物の有無を検討する。 

  3) 平成 23 年度： 

浅海域での国府津－松田断層の活動履歴を解明するため、コアリング調

査を実施する。 

 

 （e）平成 22 年度業務目的 

 小田原から大磯丘陵にかけての沿岸海域においてブーマーマルチチャンネル音

波探査を実施し、国府津－松田断層の分布および活動性、活動履歴解明に適した

堆積物の有無を検討する。 

 

(2) 平成 22 年度の成果 

 （a）業務の要約 

 浅海域での国府津－松田断層および周辺の活構造の分布と活動様式を把握する
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ため、小田原市早川から中郡大磯までの相模湾北西部に設けた 17 測線（延べ測線

長約 108 km）でブーマーを音源とする高分解能マルチチャンネル音波探査を実施

した。その結果、相模湾北西沿岸および大磯海脚では、海面から往復走時で最大

約 0.4 秒までの深度における地質構造をイメージングすることができた。反射断

面の解釈により、陸域で認定されている国府津－松田断層の走向延長部の沿岸部

で同断層の存在を示唆する反射面の不連続が認められた。また、同断層上盤側（東

側）に分布する二宮海底谷および大磯海脚北西部では、北東−南西方向に軸をもつ

褶曲群が認められ、その一部には最終氷期に形成されたとみられる海脚頂部の海

食台に背斜状の変形を示唆する反射パターンが認められた。ただし、推定された

活構造沿いには上部更新統〜完新統はほとんど分布しておらず、地層採取による

後期更新世以降の活動性の定量的な評価は困難である。 

 

 （b）業務の成果 

１）データの取得 

 本調査では、国府津－松田断層の南方延長部および同断層周辺に分布する活構

造の分布や活動様式を把握することを目的として、相模湾北西沿岸部においてブ

ーマーを音源としたショートマルチチャンネル反射法音波探査を実施した（図１，

図２）。ショートマルチチャンネル音波探査は、探査機材が小型のため５トン程度

の漁船に搭載することができ（村上ほか，2004；村上，2007）（図３）、従来近づ

くことができなかった相模湾の海岸線付近での高分解能の反射データの取得を可

能にした。浅海域におけるショートマルチチャンネル音波探査を用いた活構造調

査の有効性は、能登半島地震震源域での調査で報告され（井上ほか，2007）、その

後沿岸海域での活断層調査に広く使用されるようになっている（例えば，岡村，

2010；杉山ほか，2010）。表１に今回の探査仕様を示す。 

 本調査対象海域は、西端を小田原市早川、東端を中郡大磯町、南端を大磯海脚

とする相模湾北西部である（図１）。測線の設定に際しては、国府津－松田断層の

延長部およびその西方に並走して分布する可能性が指摘されている断層（例えば，

活断層研究会編，1991；楠ほか，1992；渡辺，1993；中田・今泉編，2002）に加

えて、国府津－松田断層東方の二宮海底谷沿いに推定されている断層（例えば，

関東第四紀研究会，1987；伊藤ほか，1988；森ほか，2010）や大磯海脚に発達す

る褶曲（大河内，1990）など、相模湾北西部でこれまでに推定されている断層や

褶曲をカバーするようにした。測線の方向は、図１に示すように、これまでに報

告されている断層や褶曲の走向と直交するように展開し、さらに各測線の反射断

面に認められる反射面の対比・追跡のため、これらと直交するものを設けた。調

査測線は合計 17 本、延べ測線長は約 108 km である。 

 ショートマルチチャンネル音波探査は、音源としてブーマー（公称エネルギー

約 300 J の電磁誘導型音源）を 1.25 m 間隔で発振し、チャンネル間隔 2.5 m、12

チャンネルのストリーマーケーブル（ミニストリーマー）で受信した（図２，図

３）。データ収録時間は次の発振までとし、SEG-Y フォーマットへの変換時に 0.6
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秒でカットした。サンプリング周波数は 10,000 Hz とした。船位測量はディファ

レンシャル GPS により行い、水深測量には音響測深器を用いた。これらの各調査

データのデジタル収録と合わせて、調査船に最も近い第 1 チャンネル（船尾後方

約 25 m、ブーマー音源の後方約 10 m）の往復走時 0.2 秒間のデータをモニター記

録としてアナログ出力し、現場で地質状況を把握した。これらの現場作業は 2010

年 10 月 19 日〜10 月 24 日に実施した。 

 

 

図１ 相模湾北西部およびその周辺地域の地形と断層の分布と本研究の調査測線。 

陸域の活断層の分布は、中田・今泉編（2002）、海域の地質構造は、森ほか（2010）

による。地形データは、国土地理院基盤地図情報数値標高モデル 10 m 標高

（ http://fgd.gsi.go.jp/download/GsiDLSelItemServlet）および海上保安庁

（1992）を使用。 

 



93 
 

 

図２ （上）ショートマルチ音波探査システムおよび（下）反射信号の重合の模

式図（村上，2007）。 

 

 

図３ 探査装置。（a）探査船（小田原市漁協所属正春真丸，4.8 トン），（b）発振

装置（英国 Applied Acoustic 社製ブーマーシステム）、（c）受信装置（12 チャン

ネルストリーマーケーブル），（d）発振装置曳航風景（背後は大磯丘陵）。 
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表１ 探査の仕様 

発振器 

調査方式 ブーマー方式 

送波器（音源） ブーマー 

 電磁誘導振動素子１個 

 送信電圧：3.55 kV 

発振エネルギー 約 300 J 

送波器の深度 0.3 m 

発振間隔 約 1.25 m または 2.5 m（水深 200 m 以深） 

受信部 

受信機の型および素子数 圧電型振動素子 ５素子/ch 

チャンネル数 12 ch 

チャンネル間隔 2.5 m 

受波器の深度 0.5 m 

デジタル記録

収録時間 1.25 m 発振：0.6 秒または 0.8 秒 

 2.5 m 発振：1.2 秒 

A/D 変換（量子化） 16 bit 

サンプリング周波数 10,000 Hz 

モニター記録

受信周波数 500～2,000 Hz 

記録掃引時間 0.4 秒 

記録深度範囲 300 m 

記録方式 感熱 

記録密度 100 line/inch 

有効記録幅 254 mm（10 inch） 

測点間隔 125 m（約 100 または 50 ショット毎） 

船速 ３～４ノット 

 

２）データ処理 

 収録した音波探査データは、米国 Parallel Geoscience Corporation 社製のマ

ルチチャンネルサイスミックデータ処理ソフトウエア Seismic Processing 

Workshop（SPW）を用いて波形処理、速度解析などを行い、重合断面を作成した。

これにより得られた反射断面は、条件がよければ海面から往復走時で約 0.4 秒付

近までの地質構造がイメージングできた。また、SPW を用いた重合断面で活構造

の可能性を示す構造が認められた測線を中心に、株式会社地球科学総合研究所に

依頼し、図４に示すようにストリーマーケーブル深度補正、波浪補正、重合速度

解析などについてより高度なデータ処理を行い、より重合度が高い断面を得た。 
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図４ マルチチャンネルサイスミックデータ処理フロー図。 

 

３）海底地質構造 

 調査海域には陸棚が殆ど分布せず、水深が沖（南）に向かって急激に大きくな

っている（図１）。また、足柄平野南端から海底谷に向かう南に開いた急傾斜の斜

面には、ガリーが多数生じており、ガリー間には堆積物の再移動・再堆積による

とみられる比高数 10m の高まりが発達している（図 1）。こうした海底地形をもつ

本調査海域では、本調査で使用した音源のエネルギーから、往復走時約 0.4 秒（水

深約 300 m）以深の反射記録は得られなかった。また、谷地形と高まり地形が繰

り返す海底谷部では、発振した音波が複雑に散乱・回折し、明瞭な反射記録が得

られなかった。結果的に、本調査で明瞭な反射記録が取得できた部分は、陸棚部

や海脚部といった水深が約 150 m 以浅の平坦地に限定された。そのため、本調査
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で実施した測線のうち、明瞭な反射記録が得られていない区間に断層や褶曲など

の地質構造が存在する可能性は否定できない。 

 本調査で取得した反射断面の解釈に基づき認定した地質構造を図５に示す。ま

た、地質構造が明瞭にイメージングできた測線の重合断面と解釈断面の一部を図

６〜図 13 に示す。各断面図の縦軸には往復走時と深度を併記した。深度は、水中

および堆積物中の音速を 1、500 m/秒と仮定して求めた。地質構造の連続性は、

隣接する測線での地質構造の類似性に基づいて推定した。以下、海岸から南に向

かって、イメージングされた地質構造について報告する。 

 

 

図５ 地質構造図。 

 

 海岸線に平行する測線 1〜測線５は、陸上で足柄平野東縁に認定されている国

府津－松田断層の走向延長部を横切る（図１）。そのうち、最も陸側に位置する測

線１では、足柄平野の海域延長にあたる足柄海底谷の東端の測位点（Event No.）

１-１-24 付近を境に，その西側の地層は緩やかに東傾斜し、東側の地層は西側に

急傾斜することから、東傾斜の逆断層が存在すると解釈した（図６）。反射断面か

ら推定された東傾斜の断層面は、陸上の国府津－松田断層の傾斜と調和的である。

ただし、反射記録からは、推定された断層の上端は不明である。 

 測線１で認定された断層の南への連続は、水深が増す南側の測線に向かって不

明瞭になるものの、少なくとも測線２および測線３では測線１と同様の反射パタ
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ーンが認められる（図５、図７，図８）。 

 

 

図６ 測線１の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（中）解釈断面（M は海底からの多重反射、KMF：国府津－松田

断層）、（下）断層周辺部分の拡大図（図の範囲を図６上，図６中に黒破線で示す）。 
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図７ 測線２-２の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（下）解釈断面。 
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図８ 測線３-１の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（下）解釈断面。 
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 測線１〜測線５で推定された国府津－松田断層をさらに南方沖に追跡すると、

大磯海脚西側斜面基部にほぼ一致するようにみえる（図１、図５）。こうした地形

配置などから、国府津－松田断層は、大磯海脚西側斜面基部付近に連続すると指

摘されていた（例えば，大河内，1990；楠ほか，1992；渡辺，1993）。この海脚西

側斜面基部付近に推定されている国府津－松田断層を確認するため、測線 10〜測

線 13 の 4 測線を設けて探査を試みた。しかし、海脚西斜面の基部の水深が 600 m

以深と深く、今回の探査仕様では海底下の地質構造をイメージできる反射記録が

得られなかった。 

 ところで、海底地形図には、大磯海脚西斜面中腹に西側低下の崖が北北西−南南

東方向に延びている。反射断面には、その崖に一致する地点で、高角傾斜で西側

が低下するセンスをもつ断層が２条認定された（図９，図 10）。これらの断層の

傾斜方向は不明であるが、分布位置や東に凸の円弧状の平面形状から判断すると、

斜面基部に推定されている東傾斜の逆断層の上盤側に発達する副次的な正断層の

可能性がある。 

 

図９ 測線 10-1 の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（下）解釈断面。 
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図 10 測線 13-2 の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（下）解釈断面。 

 

 大磯海脚を東北東−西南西方向（測線 10〜13）および北西−南東方向（測線 105、

X１〜X３）に横切る測線で取得された反射記録からは、同海脚が、１）中〜南東

部に分布する火山岩類とみられる反射面に乏しい地層とそれをアバットするよう

に覆う明瞭な反射面で特徴付けられる堆積岩が海脚西〜北西部に分布すること、

２）それらが褶曲変形を受けていること、３）最終氷期の低海面期にそれらを切

って平坦面（波食棚）が形成されたことが明らかになった（図９〜図 12）。 
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図 11 測線 X-1 の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（下）解釈断面。 

 

 大磯海脚に分布する褶曲構造については、1980 年前後に海上保安庁水路部が取

得したシングルチャンネルの音波探査記録の再検討を行った大河内（1990）によ

ると、北西―南東方向に軸を持つ背斜構造が認定されていた。一方、今回取得し

た反射断面によると、褶曲群の軸跡は北東−南西〜東北東〜西南西方向に延びる

（図５、図 11、図 12）。この褶曲軸の延びの走向は、二宮海底谷の延びの方向や

同海底谷の陸上延長部で確認されている生沢断層系の走向と一致し、国府津－松

田断層の走向と大きく斜交している（図５）。 

 大磯海脚を構成する地層に発達する北東−南西に軸跡をもつ褶曲群の大部分は

最終氷期に形成されたとみられる侵食面に変形を及ぼしていない（図 11、12）。

しかしながら、測線 X-２の反射記録には、褶曲群のうち最も北西側の背斜の直上

にあたる測位番号 24 付近で、侵食面およびそれを覆う陸棚堆積物に比高約 0.064

秒のバルジ状の高まりが生じている（図 12）。 こうした高まりが初生的な侵食お

よび堆積構造である可能性は完全に排除することはできないものの、高まりの位

置と形状が侵食面下に認定される背斜と一致していることから、褶曲の一部は、

最終氷期以降にも成長した可能性がある。ただし、この背斜軸の北東延長部を横
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切る測線 104 では、反射記録が不鮮明なため明言できないものの、測位番号 13〜

14 付近の背斜構造を覆って分布する後氷期海水準上昇期に堆積したとみられる

地層に変形を与えていないようにみえる（図 13）。 

 

 

 

 

図 12 測線 X-2 の重合断面および解釈断面。（上）重合断面、（中）解釈断面、 

（下）褶曲部分の拡大図（図の範囲を図 12a，b の黒破線で示す）。 
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図 13 測線 104 の重合断面および解釈断面。 

（上）重合断面、（下）解釈断面。 

 

 

 大磯海脚と大磯丘陵を境するように南西に流下する二宮海底谷に沿って、陸上

延長部で認定されている生沢断層系が連続すると指摘されてきた（例えば，関東

第四紀研究会，1987；伊藤ほか，1988；森ほか，2010）（図１）。二宮海底谷を横

切る測線（測線 X-１〜X-３）の反射断面には、断層の存在を示唆する反射面の不
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連続は認められない（図 11，図 12）。ただし、いずれの測線とも海底谷に一致す

るところで向斜構造の存在を示唆する下に凸状の反射パターンを呈している。こ

うした構造は、海底谷下あるいはその周辺に伏在する断層に関連して形成された

褶曲である可能性がある。ところで、大磯丘陵南縁には海岸沿いに広く縄文海進

期に形成された海成段丘面が分布している（例えば，米倉ほか，1968；遠藤ほか，

1979；小池・町田編，2001）。小池・町田編（2001）によると、その内縁高度分布

（旧汀線の高度）は、二宮海底谷の陸上延長で周囲に比べて低い。こうした段丘

の高度分布と反射記録から推定された二宮海底谷沿いの向斜構造は、位置、形態

ともに調和的である。 

 以上のように、本研究により、国府津－松田断層の走向延長部の沿岸海域にお

いて、同断層の連続を示唆する反射パターンが認められ、またその上盤側にあた

る大磯海脚や二宮海底谷では、国府津－松田断層の走向と大きく斜交する方向に

延びる褶曲構造の存在が認められ、その一部は最終氷期以降にも活動している可

能性が示された。こうしたトラフ軸方向と直交する構造により国府津－松田断層

や相模湾断層などのプレート境界断層の分岐断層群がセグメント化している可能

性が佐藤ほか（2010a，2010b）により指摘されている。ただし、今年度の調査で

用いた音源のエネルギーが弱いため、変形構造の実体に関して不明な点が残され

ている。ところで、これらの構造の活動性を定量的に評価するためには、地層の

年代に関する情報が必要である。しかしながら、今回取得した探査記録をみる限

り、年代試料が豊富に含まれ、かつ連続的に地層が堆積している場所は認められ

なかった。 

 

 （c）結論ならびに今後の課題 

 相模湾北西部における活構造の分布および活動様式を把握するため、同海域に

設けた 17 測線（延べ測線長約 108 km）でブーマーを音源とする高分解能マルチ

チャンネル音波探査を実施した。取得した音波探査データについて共通反射点重

合処理を行った結果、相模湾北西沿岸海域、二宮海底谷および大磯海脚で海面か

ら往復走時で最大約 0.4 秒（深度約 300 m）までの深度における地質構造をイメ

ージングすることができた。二宮海底谷より北の沿岸海域では、大磯丘陵西縁を

限る国府津－松田断層のほぼ延長部において、東傾斜の逆断層の存在を示唆する

反射面の不連続が認められた。一方、国府津－松田断層の東側（上盤側）に分布

する二宮海底谷および大磯海脚を構成する地層中には、同断層の走向と斜交する

北東−南西方向に軸をもつ複数の褶曲構造が認められ、その一部には、最終氷期に

形成されたとみられる海食台（海脚平坦面）に背斜状の変形を示唆する反射パタ

ーンが認められた。本調査の結果および海岸周辺部の地質構造・変動地形に関す

る既存の成果に基づくと、国府津－松田断層上盤側の地質構造は、二宮海底谷付

近を境に南北で不連続となっている可能性がある。ただし、今年度の調査で用い

た音源のエネルギーが弱いため、変形構造の実体に関して不明な点が残されてい

る。そこで、平成 23 年度の調査では、変形構造の実体解明および断層の分布、変



106 
 

位のセンスなど活動様式を明らかにするため、よりエネルギーの大きいウォータ

ーガンを震源とする音波探査の実施を予定している。 
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(3) 平成 23 年度業務計画案 

 平成 22 年度に小田原から大磯にかけての相模湾北西沿岸海域において実施し

たブーマーマルチチャンネル音波探査により、国府津－松田断層延長部の活動に

関連する可能性を示唆する浅層部の変形構造が認められた。ただし、音源のエネ

ルギーが弱いため、変形構造の実体に関して不明な点が残されている。そこで、

変形構造の実体解明および断層の分布、変位のセンスなど活動様式を明らかにす

るため、よりエネルギーの大きいウォーターガンを震源とする音波探査を実施す

る。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


